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循環組合では、可燃ごみの焼却灰か

らセメントを作る「エコセメント事業」を展

開しています。このエコセメントを製造する

「エコセメント化施設」では、大気や水

質の検査を定期的に行っています。

大気の検査は、エコセメント化施設の

焼却炉や乾燥機等から発生する排ガスを

調べるもので、窒素酸化物・硫黄酸化物・

塩化水素・ばいじん・水銀は2カ月に1回、

ダイオキシン類は3カ月に1園、調査を行

います。

また、水質調査は、重金属回収設備

から排出される下水道への放流水を毎月

調査しています。

現在不燃ごみを埋め立てているニッ塚

処分場弘すでに埋立を終了した谷戸沢

処分場でも、水質等について定期的な

調査を行っています。

水質調査では、(1)ごみの層を通った

本(浸出水)、 (2)浸出水を処理した後

に下水道に放流している水、 (3)埋立地

外の雨水を集め、一時的に貯めている防

災用の池の水、 (4)埋立地内の地下水、

(5)処分場内と周辺町井戸水などを

調査します。

いずれの検査においても、結果は基準

値を大幅に下回るもので、それぞれの安

全性骨噂認きれました(表@参照〕。
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i "'1'机奄下回る結果でした
エコセメント化施設の排ガスについて

は、法が定めた排出基準よりもさらに厳し

い独自の基準値(自己規制値)を設けて

おり、定期的な検査では、いずれの項目

も自己規制値を下回る数値を示しています

(表.参照)。

また、水質調査についても基準値を下

回る結果が出ています。

こうした結果は、エコセメント化施設に

よる周辺環境への影響治略いことが確認

されるとともに、施設が徹底した安全管

理のもとで運営されているものといえます。
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また、ニッ塚処分場では、周辺大気

中町有害物質の漫度を調べる大気調査

も行っています。その結呆は、車京都で

同時期に行われた多摩地区の調査結果

と比べて大差なく、環境基準も満たして

います。

今回の調査結果により、処分場町埋立

事業による周辺環境への影響はないこと

が確認されています。

これらの環境調査は、日の出町、地元

自治会、循環組合で締結した公害防止

協定に基づいて実施されているもので、

各調査は日の出町の方々の立ち会いのも

と行っています。今後も徹底した安全管

理を行い処分場及びエコセメント化施設

の運営を続けていきます。

ニツ撮処分場にキツネカ明れました
処分場霞置後初めての確認

昨年 12月、=ツ橿担分場向でホンドキ
ツネが確聞されましたz:れは、コガモを
担って場内に入ってきたようです.
=ツ塚処分場で肱、適

切な環境E慮や維持管理

を行っていますz:のため、
キツネなど曹戒心の強い野
生生物でも安心して生活でき
る場所となっています.今後
も、より多〈の生き物たちが安
心して生活できる処分場を目指
して事聾を運営していきます.

二ツ極処分糧に現ホ北ホンドキツネ
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的に推進していま
循環組合3事業の現在の状況を報告しま宮 白隠回復が進む谷戸沢賓崎容.夏休みには

見学会も有ってL漆す

さまざまな動植物が観測され、順調な自然回復が進んでUま宮

管理を続けていますロ

谷戸沢処分場では、

坦立を終了した後も、自

然回復を目的とした維持

埋立跡地は現在、 22ヘクタールの広大な草

原などになり、 1年を通してさまざまな草木が生い

茂っています。また、清流復活事業として貯水

池を設けたことから、水辺を好む品類やトンボ類

も増加しています。循環組合では、谷戸沢処分

場町継続した生態モニタリング調査を行U当 これ

"戸訳処分地ーでの生息範圏が明らかになったカヤネズミ

までに約13∞種の昆虫類や約100種の島類な

ど治守確認されています。国蝶のオオムラサキや日

の出町天然記念物のトウキaウサンシ田ウウオのほ

治、麻布大学の調査によりカヤネズミ(日本最小

のネズミ・世界でも最小級)の生息も確認されまし

た。オオムラサキは、今年300頭以上の幼虫が

確認さ払夏の飛期措朔侍されています。

今後も、トウキヨウサンシaウウオの産卵場所や

オオムラサキの越4場所の確保など、動植物の

生息環境を守っていきます。

私たちが育てたポット苗を植樹しました!!

二ツ塚処分場では、平

成10年1月からごみの埋

立を行っており、現在は

不燃ごみだけを埋め立てています。

循環組合では豊かな自然環境を創り出すた

め、処分場内の約4割にあたる緑地を、スギや

ヒノキの林から広葉樹も茂る多種混交林への転

換を進めています。

平成19年度からは小学生によるポット苗の育

成・植樹に取り組んでおり、小学生が2年聞か

けて地元産のドングリなどのポット苗を育て、処分

場の緑地に植え付けていますロ平成21・22年

度は福生市立福生第五小学校と東久留米市立

第六小学校がポット首の育成を行いました。

2月15日、福生市立福生第五小学校の6年生

が二ツ塚処分場を訪弘植樹を行いました。前

日は大雪に見舞われました;，'，当日は暖かな日差

しの中、児童たちは楽しそうに植樹を行っていま

した。

4ピオトプで檀寵
されfぶコサナエ
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エコセメントが出荷50万トンを達成しました

エコセメントは、普通の

セメントと同等の品質を持

つことが実証された土木

建築費材として、日本工業規格。IS規格)に規

定されていますロ東京たまエコセメント化施設で

製造したエコセメントは、道路の側溝や縁石など

に製品化さ払多摩地域をはじめ各地で公共事

業などに活用されています。

本格稼動から4年、エコセメントが出荷50万

トンを達成しました。これを記念して昨年11月、

エコセメント化施設内で記念セレモニーを行いま

した。当日は、運管委託会社の親会社である

太平洋セメント(株)の常務らが出席して無事に

50万トンを出荷したことを祝うとともに、今後も安

全に施設を運営していくことへの思いを新たにし

ました。

これからも環境と安全に留意してエコセメント

事業に取り組んでいきます。 平成盟年 11月、エコセメント化施敬の前にで


